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最適成長理論 - おける耐久財の用途配分問.題

きである。 . '

私的なものであれ社会的なものであれ•，耐久財が最適に配分されてI 、る状態では，各財について 

それが配分されてt 、るすべての用途から上がる収益を考慮した意味での社会的収益率（あるいは，跡 

久則a身の効用萆位で測った_ 格9 変也率を付け加えているという意味で社会的自己利子率）がお互いに等 : 

しくなづているのであるが，さらにその値は，労働増加率と社会的な割引率との和に等しくなって- 

いなけれぼならない。 長期的に経済がたどるべき経路は，耐久財ストック総量の増加率が労働増加.■ 

率に等しいバランスのとれた成長状態であって，そこでは，耐久財の効用墘位で測った痕厲価格が。

時間を通じて一定となる。このとき，社会的な割引率が十分にゼロに近いならば，上の条件は，パ .
. _ ： . ■ ■ '  . .  ' . .

ランスのとれた成長状態のもとで任意の1 期間の社会的効用を最大化するという一般化された「新

古 典 派 定 理 」 の 条件，つまり耐久財の収益率が体系の成長率に等しいという条件に一致する。

木稿において導かれた結論のうちで最も逭要なものは，最適資源配分を動学的なタームで考える•》 

場合においても，静学的な分析が示すのと同様の最適条件が得られるということであって，とりわ

け， 耐久財用役の配分される用途間に外部効果が存在する場合には/ 次のような静学的な場合と同i 

一の政策的インプリケーションが導出される。その用役が配分される用途間に正の外部効果つまり： 

外部経済が存在するような社会的耐久財のストックは，そのような外部効果を持たない私的耐久則': 

のストヅクに対して，完全競争市場経済においては（最適な状態に比較して）相対的に過小に蓄積さ. 

れる傾向を持つ。また，負の外部効果つまり外部不経済が存在する場合には，逆の傾向を持つ。さ： 

らに加えて，外部経済が存在する場合には，耐久財の総ストック量が，最適な状態に比較して過小- 

に蒂稂される傾向があり， それに応じて貯蓄も過小となる傾向を持つ。外部不経済の場合には , 逆- 

と なる。 政策当局は，社会的耐久財の真の「社会的」収益率を測定して，市場では評価されないそ 

の外部効果に対応する部分を, 補助金ないし課税によって正確に補う'べきであると結論することが

できよう• .

o8 ---

明 治 1 0 年 代 に お け る .

製糸資本の生成と村落構造窺変化( I )
' 1 1 •‘ '

：' '  • ■ ■. '  ' ' . '

: :ン ' L . ' … ' パ.. 'I '

高 山 隆

は し が き

I 製糸女工の蹲出莲盤と存在形態（本号) 
m 製糸資本み養迤農家

—— _ 茧寒の展開と村落構造の変化——  

顶製糸資本の生成過裎とその性格 

む す び

.
V
J
/

.

.
,
.号
 

卞
4

I

 
2
 
6
 

/
. 

-
V

は し が き

日本資本主義め確立過程において，農業生産を甚礎

，とする生糸• 茶 • 米の輸出は，生産手段•消費手段両

，也産部門の必鼕とする厚料• 諸機械輸入を可能とし ,

， 本制生産軌道の急速な確立を実現したことはすでに (注1)
明らかなところである。この過程において生糸輸出は 

，明治初年の日本の.輸出総額の5 0 % 一6 0 % を占め，輸出 

贸易上の枢軸をなしていた。かかる日本資本主義確立 

，の迤礎条件でh る製糸業は幕末開湛期に到達してU 、た 

! 自生的発展段階を雄礎として，.市場が世界資本主義と 

の連繫を契機に-一举に拡大することによッて発展条件 

: が与えられた。問題はかかる発展条件が満足され急速 

■な発展が現実化してゆく全過程の把握において，製糸 

1資本の自生的展開を決走的要因に位置づけるか，或は(注2)
I自生的展開を認めながら，国際的契機を導入し金融機

構の編成，横泝売込問厘体制の確立に発展の規定的役 
(注 3) •

割を求める :かに:存するどしても,その場合なお叨らか

にされるぺき点のマつば，横浜売込1!丨丨段休制に集約さ

れる虫糸流通組織•金融上の諸組織が確立される明治

20年代以前の製糸資本の蓄樹過程がいかなる丛礎上で

進行したか，製糸金融のあり方，養振農民•製糸穷磡

者と製糸資本との関係Q 具体的分析である。 •

本稿は明治10年代を対象として，製糸资木と労働渚，

養蚕農民との具体的関係を提苹し，それを通じて製糸

ャ土ユフブクチ江アの迮成* 展 開 • マ ^■ュフプクチa

ァ資本の運励を把握し , 製糸資本の確立が，製糸資本 

における資本質努働関係，資本と養赉農尻関係をいか 

に変化させながら，資本と地主的土地所有の共生WI係 

を確立し,村落構造をいかに ]9編するかを展塑しよう 

とするものである。

1 ' .

かかる分析の対象として本槁は现詉訪市湖街ぼ衔與 
(注4)

志野における」製糸資本（関初平家仝製糸所）が器械製 

糸を開始じ，生 糸 結 社 「來英社 j を結成する明治11年 

より20年にいたる期間をとりあげる。湖 im xは，昭和 

30年に_ 訪市に合併される以前は，湖_ に厲し, 江 

戸時代の本村である北真志野•南異志蚜，大熊， _  

および新田村の後山 , 板沢，們平からなっていた/叨

注( 1 ) 水沼知一「明治後期に和げる虫糸輪出の動向」（r社会経済史学』28巻 5 号/ 1963年）

( 2 ) 矢木叨夬「日本近代製糸業の成立/ 1963年 . 同矢木明夫.「明治中期の製糸金融j  (研究年報; ％ 済学』25逸3* 
4 ' j )

( 3 ) 山D相雄編著 *■日本産業金融史研究一铍糸金融篇ーJ 1卯6年）

中村政則「製糸業の展開と地主制j  (*■社会経済史学』，32巻5 * 6号 1966年）

石井寬治「擗械製糸業の発展過樺」 (*■歴史学研究;j 282号 1963年）

石卯觉治「歲樂金融史研免の方法に関する覚書j  f 社会経済史学j  33卷 3 咢 1967年）

⑷南真志酹については鹿応義塾大学村落胸杏会（代表有赞离左衛門）が r村落における氏神祭祀組織と政治経済 

描造との関迪』 (駿応雜塾大学社会学研究会紀迪 j 飨 1 号 1962年） の中間報告を行なっており， 木搞はその 

研究における拙稿「明治時代の農衆と製糸業の発展j を受けつぐものである，

. •  一 一



明治10年代における製糸資本の坐成と村落楷迤の変化（I )

治10乍の戸数は本籍553戸,人丨:1数切13幼人 , 女 1如4人， 

他出哿® 37人 で 「農桑を業とする卷三西八十七戸,酒 

造を業とする岩ニ戸，商を業とする畓五十，戸,エを 

栗とす4 者七十三戸 , 薪炭を業とする者十戸,漁業をな 

す者十一戸，抓業をする者19戸，各区別ありよ雛.も概 

ね煨燊を主務 j  (播 県 ’WJ*村紐, 俞M篇」3368寅) とし、 

ている。税地は田 220吨歩，畑 108町，宅地26町 ,山  

れ 125町， 山’3534町， 計 4015町で，耕地は少ない 

(R 上330】頁) 。南真志野ば急峻な斜面に集落を構え，M 
訪湖デルタに水田をもち , その水1X1の多くは汎濫に常 

にさらされ , 反肖米ノ上産费は明治期には2-石水準であ 

った。明治 9 年南真志野土地所# 者 174 P , うち3 反 

未滿62. \ % ,  3 -  5 反 14. 4% , 5 -  7 反 8. 6% , .7 反 

ベ 1 町 9. 8 % , 1 町以上が 5. \%みいう零細所有檇造 

となっており，各象の経済的再坐處-ば既に江戸I净代に 

武家本行，中馬稼，江戸出稼が行なわれ弋いたょうで 

あり，明治io年において，近隣卩丨;r村の中では湖南村の 

他出帘饼者の数37人というのは絶対的にも相対的にも 

火きいものであった。

湖帘4、丨で養蚕製糸は農家副業として1700年代中棄か 

ら開始されていると推矩されるが，明治 S 年，桑街凡 

15千本 , 蚕卵紙2322枚 , 施1518赏 「彳，生糸 135貧目が 

擅 さ れ そ い る 。ここで器械製糸が開始されるめは明 

治 9 年か10年であり，製糸谣械は「村の戌の方北真志 

肝にあり。建屋坪数 9 坪，水取盖亙シ六尺，十二人取 

なり。一は村の卯の方大熊にあり，建屋六坪，水 !}I差 

亙シ六尺，八人取なし j  (冋上町村誌3307頁）南真志野 

においては，関初平，金乎長内 , 阅利右衛門が明治11 
年凇械製糸を開始し，北真志野の関伊助が中心となっ 

て， 同ィ卜，ィ苋英社」を絡成する。 明治10年代はまさ 

に湖出付，特に南北両真志野においても製糸マニュフ 

ナクチュプの簇生する丨设代であり，こめ時期とそ本稿 

の/、t 象とするところである。 ‘

本稿で川いている资料について記せば，それは南真 

志旰の⑵家所蔵の関初平「歳.内大蛍忠日記」明治16年， 

脾 , 18年 , 20年 , 21印:の 5 冊 , 「火 泣 恵 朱 一 月 j  
(丨M {]牌 ) ，如治21年 の r製糸エ女明細帳」，明治 8 年 

「細 糸 大 盅 忠 j , 明治12尔 6 月 「代入銀」, 明治16华 

7 J ! 「火盅忠 j , 明治20年 1 只 「仕 入 大 定 患 」 及び 

煎•访七役所湖洧支所所蔵の明治9 年根基「土地名寄帳』

し：r:中厂丨‘游」が生たるものである。

, I 製糸女工の流出碁盤と存在形態

: (1) • 
明治10年代は南北両贳志野を中心として湖南村に紅 

VいX 器械製糸が敫多く開始さ '^ てしる。明治11年に器 

械製糸の開業を出願する者は北真志野6 名，南真志野 

4 名，大熊 2 名，不明が 2 名の14名 （湖辟k 所所蔵「器 

械製糸出願屈」）であり，明治13年製糸業を営む者13名，. 
内 6 名は明らかに器械製糸を営んでV、る。 器械製糸の 

生成過程の検討は後節で行ない，本節では，製糸女 :t :  
がいかなる存在形態を明治10年代の特に後半において 

とっていたかを , 諸組合規約を素-ネオとしT 先ず検討の 

觸緒:とし，続いて,関初平家の女工がいかなる性格の 

農家から流出し弋きているか , その性格を労働力の興 . 
動を通じて明らかにして唤こづ。

先ず次に示す資料は明治14年 6 月10日長野県友誼社; 
颢訪郡支社第一会小会議日認によるェ女取締に関する . 
支社の規約とそれに関する討議である。

「 第六章工 女 取 締  ぐ

_ 廿三条

一エ女取締ハ本社規則ヲ遵守シ支社ニ於テ証票 _  
'ヲ製シ誠票二割印9 為シ之レヲ渡スモノトフ、

第廿四条

一 本 社 規 灿 第 十 条 ニ拠リェ女ト雇主トノ間ニ雇人 

年_ ヲ約シ助約中ハ自家使役ノ権ヲ有ス 

第•丨ト五条

一屈久年期ハ証禁ス裏®へ之レヲ明記シ期約ノ証 

ラ表スルモノトス但証票へ記入ノ手続ハ支社 

• ニ於テ之レヲ行フ

第廿六条

一 1主女へ附与スル証票ハ該養成主ョリ紹介ヲナメ .

ヘ シ .
第廿七条

一自家養成ノエ女ト雖モ証票ヲ所持セシメサルモ： 

ノハ其拖ヲ自棄スルモノトス

第廿八条

一 他 ニ 於 テ 養 成 ' y タルエ女ノ照入示談行屈グトキ 

ハ支社 .ニ就テ証察ノ書換ヲ諮フヘシ .但シ示談； 

ノ上互ニー時ノ便钗ヲ謀ルハ此ノ限リニアラス .

馆廿九条

— 創始ス製絲家コ於テエ女、錢成スル二方リ教触 

ヲ喪スルトキハ該組取締汝へ中咨シ近傍ノ製絲 :

70
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象へ就テ需借ヲ諧フヘシ 

第三十条

一 雇主ノ承諾ヲ経ズ他人へ転シタル就業ノエ女ハ 

、 取締役べ申告シ之レヲ引戾スヲ得若 ■シ之レヲ肯 

セサルモノアルトキハ本社ノ規則ニ照シ処分ス 

ヘシ

第；)丨ト一条

一エ女雇使ノ方法一矩ノ上ハ本社规则第十四条ニ 

拠リ給料ヲ宠ムル左ノ如シ

上等一日拾五銭ョリ多カラス但シ各象ニ於 

• テ適宣試験シ尤狻等ノエ女へハ支社へ 

.届置金芄銭巳下ノ賞ヲ与ル事 

中等同金洽銭ョリ多カラス但シ上等二照 

準シ金ニ銭巳下ノ賞ヲ与ル事 

下 等 • 同金五銭ョリ多力ラス 

以下等外トス」

友說社颢訪郡支社第一会小会において最も問題とさ 

れたのは第六章「エ女取締」の諸条項であった。

一つの問題点は二十八条でこれは起草者侧で削除し 

た条項であったものを片倉兼太郎が「実地入用ノ箇条 

ト認ム故ニ之ヲ存スルヲ可トス侬テ更ニ建議」 し，満 

場起立して賛成をみている。すなわち二十八条の規定 

は他の製糸家が養成したエ女の3If実上の引抜きを容認 

するものであり，との小会に集まった颢訪郡の先駆的 

製絲家のうちでも特に急速な発展を遂げる「片倉 j の 

場合にはかかる規定は自己にとって有利に運用しうる 

性格のものであったといえるであろう。

最も大きな爭点はエ女給料の上限の宠め方であ .った。 

すでに明治14年伊那郡では日給が20銭であづた。した 

がって先ず次のような発言がなされている。

•■一番田中半左衛門日クエ女雇入ノ際当郡•ハ日給十五 

銭ナレトモ伊那郡ハ二十鈸ナレハ之レへ転'ンタシ等苦 

愦ヲ鳴ス祺モ間々アラン力ト想像ス如疴力番外ニ質問

ス

番外一赉答日万一他郡へ転スル等ノ事アルトキハ愛 

持取締ョリ其他ノ取締へ掛合ノ上エ女ヲ引戾スヲ得ル 

モノナレハサタル不都合アラサルナリ j

丨卜八赉(五味又右衛門) 日昨年ノ如キハ規則ヲ守 ’! )チ . 
却テ友- V 土転セラレ火ニ失收セシ啡アリ本年ハ確然不 

抜ノ規JW ニナスヘシ

赉外ニ赉日二十八赉ノ配虛セラルモ尤ナリ併シ此条 

確宠ノ後ハ必ス反則者等ハアルへ力ラス万一之レアル 

トキハ取締ニ於テ処瓰スレハ此ノ如キ患ハアラサルナ9 

四拾八赉（Ji•食锨太如)丨ヨェ女ノ日給ハニ拾銭トスへ

シ然ラ' サレハ他郡へ転スルハ必矩ナリ .B船ノ多荪ヲ論* 

シ赏ヲ云ハザルハ人情皆然 V 依テニ拾艽神.(武并代ニ 

郎）ヲ賛成スj
これに対し平蚜村林仙左衛門，湊f j  II丨中半左衛門及 

び他一名が原案を支持し，この会議の議長下謝訪村， 

塯澤市郎兵衛も議長席を下って次の様に原案支持の発 

言をなし;t：いる。 

rニ十五荊四十八番ノ云フ如クニ十銭トスルトキハ何 

レノ点ヨリ，推究スルモ特別傻等者へハニ拾五銭ヲ"へ 

サルべ力ラス如何トナ1レバ妓ニ拾人ノ優等エ女アリト 

センニ其中三四名ノ特別俊等者アルハ必定ナリ然ルト 

キハ右ノ老ニハ必スご‘拾五錢ヲ，与へスハ讀弓|セサル八 

鐃ニ懸ヶテm 力ナリ依テ前説ヲ主娘シ原案ヲ維持ス j  
この採決の結來は肖日出席者30名中27名がE(案に锊 

成となっている6 すなわち，女工給料上限の引き上げ 

にならざるを得ないことfc対する反対が火勢を山•めた 

のである。康実上の労働力移動 t あるいほ女工集めわ 

困難より大多数の製糸家にとってはなお現契的には饺 

銀上限の弓丨き上げから也ずる困難の方がより大きかっ 

たものと考えられうる。 しかしながら，廿八番の発言 

のご与く , 規矩された貨銀を守ることによって , 撕  

力が移動し「大ニ失敗セ、ン漆プ ] ) j という状祝が発生 . 

しており，給料のみではなぐ弟；If〖一条等の規定，すな 

わち女工の移動に対する規制が必要とされるにいたつ 

ていること.も見逃しえないのである。 しかし努蚴カ移 . 
動に対する規制がどれほどの強制力を持ちえたかは明 

治10年代では疑問とせざるを得ないであろう。

仝関初平の厲ずる萊英社の明治13非の中合規則にお- 
いてはエ女 P  人給料を 次の ように定めてL、る。

•「エ女上中下三等ニ区分ス其等給五升以上 V 冶等トス. 

右給？):合落ヲ以テ二等トス尤宄升以下ニテモ糸高1:1 ニ 

侬テ一等ニ準シ左ノ給料ヲ附ス可市 

— 等 金 拾 武 銭 五 厘 五 升

但シ一升ニ付日方一分五旭'落ハニ傾ノ顼へ入ル '

:ご 等 金 拾 卷 錢 四 升 五 合

俱シ一升ニ付一分高ヨ .リ.ハ 卷 等 二 入 ル ■ ■

' 内五分游パ彐等ニ入ル

三 等 金 六 銭 ご 升 五 合  j

本規則においては友誼社謝訪邡安礼に记められた給 ' 
料規矩より最高 * 最低の幅が狹ぐ , 餃高で12銭であっ 

す: 。それ故 , 1 年後の明治14年において , 最高が女》ヒ 

では15銭に宛められるととすら，來英社社员にとっで . 

は髙十ぎることであったと考えられるo したがってJV 
倉兼太郎の最高20鈸燊は杏矩されざるを得なかったで
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明沿10印*代における製糸資木の生成と柯炤描造の変化 ( I )

あろう。 また初平家め•女工の供給源は明治10iド代にお 

いて,はほぽ通勁圈内であり生として湖南树及び隣村o  

避 IU♦中洲村の範卯であり，明饴20’中代にいたって始め 

て识那郡より女工を辟入れている状況の下にあった。 

明治10-年代讓にはすでに m ? j j郡に f j：伊那部成は飛脚 

よりの女工雇入れが始まっており，かかる女工に依祁 

する製糸経常にとっては，仍那邯におけるI t 銀水準が 

.謝訪郡より高いことは問题であったにせよ*大多数の 

経常においては，なお职入れ女ての数も少 .なく，殆ん 

どが地元労働力に依存してV、る限•；伊那邯の货銀水堦 

は大きな問題とはなりえなかったであろう。

また，來英社の申合においては,女工の移動に就い 

て丨よ何ら制限的規矩は兒出されない。こめ中合それ自 

体の性格より，全製糸資本に関す冬規定が設けられな 

いのは当然であったろうし，. また現突的には，10年代 

丨】 こは地元において充分な労働力が見出されその必 

耍もなかったものといえるン仝関初平の芘営で女工の 

箱料，労働日，生產贵の明細が知られるのは，明治21 
年からであるが，明治16年よりは， r歳内大定恵日記」 

々こより女工の姓名のみを知るととができる。それによ 

れば明治16年12月末に糸取貨を渡したと記され'ている 

姓名は22名であり， うち11名が南真志野の出身者であ 

った。その他の女工もほほ•その姓よりみて，北真志野 , 

大熊の湖南村内村落及び中洲•豊田の両村と推察され 

る。かかる構成は明治10年代には迆本的には変化なか 

ったものといえる。 したがって明治10年代前半にはな 

お女工麗入れに就いては友誼社調訪支社が規則幸定め 

たとじても，個々の製糸経営を強く規制するにはいた 

っていなかったものとい.えよう。

この点明治16年より尅年の間における仝閲初平家の 

n n  (但し明治19华の資料は欠除）によっ て労働力の存 

在形態とその拔盤，その異動状況を検討すれば以下の 

•ごとくである。明治16年 の 「歳内大泣恵日記 j による 

.と，12月20Hから231：丨迄の問に「糸取もん j を清算し 

ており，そこに記されたエ女の人数は南真志野11名， 

それ以外が11名の計22名である。彼女速が明治16年以 

-()</より初平家で雇入れられていたか西かを明らかにし 

うる資料に欠くが, 洧與志野出身女工11名中，6 名はそ ’ 
，の印限りで叨治17年には働いていない。抱興志好外で 

も11名中 8 名が16年限りで ’あり，.明治16年にその姓名 

があり，16年以降も厢入れられている女工数は南离志 

••野では明沿I 7年迄が 1 名，18年迄 3 名 , 明治21年まで 

.が 1 名であり，この明治21年迄の 1 名が，21年でやめ 

てしまつているかは , 不叨である• また叨治16印に働

いており，17年では，やめ，また叨治18华に慟いてい 

る女：! :も 1 名ある。抱真志野外では，叨治18年まで働 

< 者 2 名 , m 治21尔まで働く岩 1名である。

明治17年には，新 た に 〖歳内大盅患 H 記 j に記載さ 

れてV、る女工の姓名は，附典志野 6 名， うち17牢限り 

が 1名，18年迄が3 名 （似し18年迄の苦が18年限りでや 

めたか西かは， 19年の火盅忠丨；!記が欠けているため不明 

である。）， 20年迄 1 名 , 2 1 年 迄 1 名であり，命A:志野 

外では新すこにmわれた 8 名中，17年成m りの渚4 名， 

18平迄が3 名，20年迄が1名である。

明治] 8尔 の 「歳 内 人 娜 H記」によれば記軟されて 

いる女工氏名は南真志野13名》それ以外が15名の訐28 
名であり，その構成は18年に新たに雇われた者10名， 

明治17年にも雇われていた者9 名ゝ三年迪続して明治 

16年にも働いていた者7 名 * 明治17年には中断し，明 

浯 I 6年には働いていた者2 名である。

かかる明治10年代後非における女土の異動状況は大 

凡次のように I 、V vうるであちう。；第，に勤続年数別 K  
みるとき，:年々の異動率はきわめて高く . 明治17年にお 

いて，女工22名中14名が，18年では10名が新たな労働 

力であった。卵治16年の初平家の签数は13签であり， 

明 治 に は 18签に増加しており， したがって，明治

第 1 表 南真志野出身女工勤鐃状況

就職時 明治
.備 . 考_年 令 16年 17年 18年20印21年

① < り 14 〇 明治19年11月 
結婚

② う旮 16 〇

③ こと 16 〇 明治18年12月 
結婚

④ きん 18 〇 明治19年11月
結婚

⑤ もと 26 〇 ' 明治16年11月
女子出生

⑥ とよ 15 O 〇 明治19年12月
魏女に出る

⑦ よめ 14 〇- -〇
⑧ X し 13 〇- - 0 - -〇

⑨ はつ 20 o - -o -
⑩ はつ 21 〇- -o 明治18尔離縁
⑪ とら 17 O -o - -o
⑫ なみ ' 21 〇 明治19尔11刀 

結婚
⑬ . せつ 17 o - -6

ゆき 21 〇- -o
© 表ん 12 Q - -o - - o - - o
⑯ げん 13 〇- -Q - -Q - -o
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17年に新たな女工が雇入れられるのは必須であったに 第2 表農地所有規模•部次別女工数

せよ，明治16年にも22名の女工氏名がみられ，しかも . 'ノノ：..'. '；■： (坩汝人）

16年限りでやめているものが14名あったということは，

年度内においてもかなりの異動があったことが推察さ 

れるのである《

第2 に異動は総じて南真忠好出身者より，それ以外 

の出身の女工が高がったものといえるが，その筮は意 

味を有するほどの大きさではない。

第3 に勤続する者も2 〜3 年を限度としており, 明 

治16年から21年迄の6 年間にわたって勤続する者は南 

真志野1 名，その他が1 名の計2 名にすぎない。

かかる激しい労働力異動の全貌を明らかにするこi て，田畑所-有規模よりみるならば, 明治10年は後半の 

は困難であり， とぐに初平家を退いた女工が再ぴ他の初平家の製糸に従事する女工の屈する■家は少なくと 

製糸経営に就業してい■るか西かを明らかに.しう.る.資料 . . も摟地所有規模では最下層あ,.:■所有鹿地のみでは家族 

に欠けるが「壬申戸籍」によって，婚姻 ‘ 死亡•他出労働力の苒生産が明らかに不可能の層であったといい 

による異動がいかなる状態にあるかを南真志野出身のうる。

女工にづいて探れば次の如くである（绾1 表) 。第 1 に 明 治 16年限りで初平家から退く 6 名の女工の屈する . 

明治I6年限りで初平家を退いている女工6 名のう.ち2 6 家の農地所有规模も3 反 6 献が1 戸のみで，他の5 n 
才の⑤もとは女子出生のためであろうととは推察しうはすべセ3 反以下であり， したがって，農地所有炽投 

るのであるが，他の.5 名は明治18年に結婚する者1.名の而において i 〜3 尔あるいはそれ以上勤続する者と 

明治19年に結婚す今者2 名，養女に出る者1 名で，残特に著しい差興を見出すこどはできないとすれば，初 *： 

り1 名は明治2 1年まで在宅している。また，この6 名乎家を退いた後，少なべとも結婚前の2 ~  3 年問にお’ .

の家族労働力構成が明治i 7年以降に大きな変化をとげいて自家の農業経営外で，若し何ら力、のむ常業を怒ん 

ているという事例もない。したがって，壬申戸籍上よでいない限りは，労働に従功：する必婆他があったもの 

り知り得る限りでは，初平家をやめてから少なくともと考えられる。このことは明治17年, 18年に退いた女 

2 〜3 年間は在宅していたのであり，その間，何らかエについても等しく考えられるとこちである。

の労働に従_ していたものと考えてもよいであろう。 さらに年齢別には明治16年，あるいは17年丨こ就業し .

ところで南真志野の明治10年代後半に女工として糊） た時に1 5歳以下であった者5 名，l g歳から1 9 歳が6 、

く家の田畑所有規模についてみるならば（第2 表) ，明 名 ，20歳以上5 名という描成をとっており，最低は12 

治I6年で三反未満層8 戸から9 名, 3 〜5 反層2 戸 か ’ 歳，最長は26歳である，15歳以卞で製糸に従事しはじ 

ら2 名の計10戸11名であり，明治17年，18年, いずれめることが，明治10年代後半の零細農家においては通 

の年次をみても, 5 反未満，特に三反未満が圧倒的比例であったとするならば，第 1 衷の明治17年に17歳で 

fflを占めており，それを明治？1年の南真志野全土地所ある⑬せろ，あるいは21歳そ*ある⑫なみ，⑭ゆきは，

有規模別構成と対比するならば，三反未満農家の全農明治17年以前に他の製糸経営に厲われていたと方える 

家に対する割合印. 3 % より一段高い比茁であり，またことができるのである。

5 反以上層では，明治16年より21年の間に初平家の製以上のどとく明治1 0 年代後半における製糸菜労働 

糸に従事して,いる渚は3 名を数えるに過ぎない。しか力の'異励が激しく， しかもその興動は結婚や家，族労拗 

もこめうち明治18年の1 町 2 反以上の規模の農家から力構成の変化によるものではなく , :がつ，初平家を退 

出ている者については，その家の戸籍にその名の記載いた労働力を自家の経営に：吸収する余地が土地所あ•め：

がなく，しかも，その家は初平の突家でb り極めて初而ではないとすれば，病気あるいは製糸という::T-工業 

平家とは経済的♦ 也活的に密接な関係にある占ころかへの不適正等々個別の毺々の喪因が作用していたとし'

ら，明治18年のr歳内火盅想日記j に記ざれているそても，当時の諷訪地方の製糸マユュソァグチュァの急 

の名は，その家の家族ではなく , その家を通じて屈入激な展聞のもとでは,総じて他の製糸経常に移る可能 

.れた女工の名であると推测しうるのである。したがっ 他が強かったと考え七も誤りではないであろう。 '

.. T o  一 - ----  - -

所有規模/年次 明治 
16年 17年 1雛 20平 21苹

0〜 1反 4 ： 5 7 - 2 7
1〜 3皮 5 4 2 2
3~  5反 2 2 3 : 1 2
5〜 7反 1
7〜10反 .； 1

10〜12反
12反〜 1
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m 治10年代における製 坐 成 と M浓偶诰の亦^  ( J )

しかし，なお棒討を要する点はかかる労働力の異動 

に対して土地貸借関係がいかに作用するかめ問題であ 

る。上述のように初平家の製糸に従 IJT.する女工の農地 

所有規模は殆どS 反未満であり， 自己所有農地の耕作 

によって家訐を維持することは不可能であつたといえ 

よう。 とすればかかる家は土地借.入関係を多かれ小な 

かれ結んで I 、たことは推測されるであろう。かかる事 

情の下で土地貸借関係が製糸労働力の調述あるいは緊 

縛といかなる関係にあったかが考察されるべきであろ 

ぅ°
関初平家の「大 宝 恵 未 一 月 j  (明治16年）には，明治 

19年改めの小作人氏名と小作料が記されていて，小作 

人の数は24名，いずれも南真志野の者である。明洽16 
年より21年の間に初平家で働く明らかに南真志野出身 

の女ZEである者24名，23戸 (第 3 表）に就いて初平家と 

のih地借入関係をみると、 そのうち6 戸が初平家より 

.田畑を借入している。そこで女工として初平家では拗 

いていない 1 8戸め小作人に就いて，「壬中戸籍 j によ 

って其の象族構成をみるとき，次の点が明らかになる。 

明治10年代後半において，小作人18戸のうち，12歳よ 

り25歳までの女 :i として働きうあとみられる女子労働 

力めある家はわずか1 戸を数え名に過ぎない。すなわ 

ち初平家と多かれ少なかれ小作関係を結んでいる家で 

製糸女工として働き得る女子劣働力が存在する場合に 

は，殆んどが女工として初平家で働いている事実は， 

小作関係が製糸労働力調速に一つの力として作川して 

いるものと判断させうる根拠を提示している。

またすでに述べたように女工の異動率は明治10年代 

後半において50% を超す高さであった。その場合 1 年 

限りで初平家を退く南真志野出身女工には，初平家と 

小作関係を結んでいる者 は 1 名を除いては見出せない 

のである。すなわち小作関係にある者は少なぐとも1 
年以上連続して初平家で働いているのであり，このこ.

とは，小作関係が労丨勁力の緊縛に一つの力として作用 

していることを示すものと考えられよう。 しかしなが 

ら，その力には土地贷借の広狭により強弱があり，初平 

家の如く , まさに2 町前後の土地所有规模では直接的 

な，弹力な支配を丨ム• く小作人に及ぼすことは不可能で 

あづた6 しか.し，. 常細規模の土地貨付であったにせよ， 

借入する侧の土地所有規换の零細性の下では，労働力 

調速, 緊縛に 一 3̂ の力として作用していたといいうる 

であろう。そして高率小作料と低貨銀との相互规沱的 

閲係は地主•マニュフプクチュア経常の下ド-おいて叨 

瞭かつ從接的に现われる。 これを祺例によって乐せば，
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⑮袅んの場合をあげることができる。裊んは明治 ]/パ丨.-: 
12歳で初平家の製糸に従祺する。初平家の r火泣忠 

未—月j によれば，明治20午. 1 H 改めで袅んの家は3. 
斗 3 升の小作料となっており，その伽額は明微 1印 .r  
円81銭 5 厘である„ 「大盅斑」 には次の如く記されて 

いる。

「 一 三斗ニ:升

亥R 米代 

也円八十奄鈸五賭 

. 廿ー年ご月ニロ

-ス銭四原策代かし 

■趙リ|残りイ丨•一印分

六十六銭一屈かし』 

この差引は袅んの糸取货によるのである。明治21ィド- 
.の. 「家満{ニ製糸場. 製絲エ女明細帳 j : によ.ると表.んの 

21年の糸取貨は計14円I4銭であり, それほ次のように_ 
支払われている。 

r 内 金 有 円 他  

内 金 窀 円 也  

:六円也 

窀円也 

j 武R 也

春円七拾五銭 

• 窀円八拾卷銭五鹽

武拾窀銭ニ龃 

_ 銭四原

し め て 拾 四 l1:丨八拾銭一M( ' j  
この計より糸引貨を羞引くと66銭 1 厘となり，それ 

が 「大法:患」の末において「かし」 と記されている額 

である。 「贯米代」 が糸取資に i って支払われる 'こ.の. 
関係は地主的土地所有と製糸资木の共坐r 展開を炽定 

するが， C.の関係が湖南村にあ:いて直接的■(丨浼苦伊 

労働渚に対する支配体制としてその姿を盤えるのは明 

治30年代である。 とまれ，とこで明らかにされるーつ 

の点は土地貸借関係が，製糸業労働力調連.緊縛に一 

つの力として作用していることである6

しかし，ここでなお留意されるベき点は，初平家に 

おけるような土地所有规校では,麻接的な变配 • 従鉍 .. 
関係が総じて強闽なものとはなりがたく , 製糸资木の 

落 狱 . 穷働カ彳寧要の姑大過程では，すでに必要な労齡 

力数を，痕接的な小作閲添によって調達しえぬばかり 

か，例え一部を，小作関係を通じて調违し免たとして 

も，切働カ需獎が他火しつづある事情の下では，その 

旗のみで労働力を|丨丨己の経常に緊縛することは，製糸

一月ヨ:十一: R 渡ス, 

六月十九H渡ス . 
.九月二十ニ II ' 

十月ニ十二  [L 
十一月V；： P 

貢 米 代 .
貢米代

五月亡十y m  
筆代

|

m m m m m m m a m r n

.

(

实

&

x>
&

m
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明治10本代における奴糸饩未の小成と i 描 描 造 の 変 化 （I )

资木問の競中によって絶えず崩されるのである。.先に 

述べた如く，小作関係は労働力調逹，その緊縛に— 矩 

の作用を泶していることは確矩されるにせよ，その関 

係が極めて小さい畤には，その力は调く，.：したがって， 

労働力の與勋も容易であったものと考えられる。十な 

わち，初平家と小作関係にあるものは，その製糸に1 
年以上は従茁しているが，その女工が結婚より2 ~ 3 

印以前に初 :f •家から離れる名があることはその作川の 

大きさが強くはないこと，したがって，より製糸資木 

家の競争が号こでは強く作用することが考られるので 

ある。

(2 )
明治10苹代後T :の女X 兄勋率の高さが，製糸资木問 

の兢少を茈礎としているとするならば，かかる過稗で， 

個々の製糸資木は，竹に一定の熟練度を持つ女工の確 

保の手段を個別に諧ずると同時に資本間の調整を計る 

ようになるものと考えられる。

扨 平 家 の 1■歲内大盅忠ロ記 j によれば，「手f j•金 j  

め支払が始めて兑出きれるのは明治17年であり，それ 

以前の明治12年から15年の問にT 付金が支払われたか 

西かは不叨であるが，明治16年の r大窀?故日記」には見 

犯されていない。明治17年には 3 月 7 日に7 戸 （8 人） 

に■手付金とは記されていないが，50銭を 2 戸に， 1 円 

を 5 戸に渡しており，この 7 戸中明らんに栴舆志野の 

渚 1 戸である。この 7 戸 8 人のうち，明治17年度に初 

乎家で俲く者は6 戸 6 人であり，南興志野外でt 姉妹 

二人が働く約柬をしたと思われる1 戸は , 5 月20日に 

•f 手合金 j を返しており， 明治17年には初平象で働い 

ていない。明治18年の / 歳内大宝患日記」では手付金 

は变払われておらず，明治20年には南真志野外の者に 

5 名手付金を 1 円 1 月中に渡している。

手付金という方法による労働力の確保が蜇要になづ 

X  くるのは , 初平家では明治21年からである。明治21 

印 の 「歳内大定想日記 j }こよると， 1 月21日より2 月 

17R までの間に21名に手付金を渡している。この内訳 

は，金額では最离2 円であり , それが 3 名， 1 円が15 
名，50銭が 3 名であり，この2 円の手付金を受取った 

名•はいずれも湖洧村外である4 南离志野の者で手付金 

を受取った者は3 名であり，手付金は洧興志野外の者 

に2JU(が置かれ文いるものと考えられる。手付金を受 

取りながら，匕の年の3 月に 3 名が手付金を返してお_ 
り，その 3 名は初乎家ではその年に働いでいない*ま

た抱A•志野の巧 1 名も手け金を受取りながら，女工と 

して働いておらず，しかも，その家は初平家より土地 

を借入している家でもある。

第 4 表 年 次 別 出 身 地 別 女 工 数 (泔位人)

印 - 次
脾

1 7 部 1 8 年 20

m m 志 n 11人 11 13 4

衔Vi志好外 11 11 15 20

計 22 22 28 2 4

21

12

30

42

以上のごとく製糸資木が個別に穷慟カ破保の手段と 

して灯銀の一部を手W •金として舫渡しするこの方法は 

明治10年代後半の初平家の緙営では末だ矩济しておら 

ず，明治20年代において始めてぞれが朮埂な手段とな 

る。このことは，20年代の初平家の労働力需迚の急激 

な増火からみて，いわゆる地元労働力のみでは供給が 

不圮するにいたっていることからも知ることが でき- 

る。 すなわち , 南典志野のト丨茁施湖を労呦カm奶にお 

いて決定的に超える時期が明治20年代である。(第 4  M )
かかる労働力耑耍を拖礎として，個別資本如では， 

労働力獲得の為に虫として熱練货丨勘力を他経常から引 

き抜き合う競肀が展開されて  < る。明治17印に初平家 

が迪した5]M、j 金は上述の如くその件数も少なく， かつ 

それは- -様 に 1 門でぁったが，明治21ィ丨には手付金2 

巴の女工が 3 名ある点，そしてその女工の1 n 尚 り货 

銀は，通常が12銭であるのに対し13…14銭であること 

は労拗力獲捋兢中が屁間 されてきている靳坫を示すも 

のといえようふかかる競争は手付金を谀すのみではな 

く，「増払J いという形態をとる赁銀の引き上げを一 

部では生ぜしめてくるのであり，ここに貨銀と労働力 

異動•引き抜きに対する製糸経営間の調整がより強ま 

っ てくるのである。

初乎の厲する生糸結社 r萊英社 j は明治18年 1 月薪 

た に 「生糸製造規則 j を宠めている。それにおける女 

i 货 銀 •労働力異動に関係する箇条を記せば次の如く 

である。 «

r 第五条

一エ女日到ハ侮平一月矩式会識之節予矩スベ、 ン 

但掛己ノ取則-ヲ以テ増払シタル渚ハ過怠金ト 

シテ金五円ヲ収入•セシム 

第六条

一 前 条 n m iュ就テハ十二月一h 会議ヲ關キ確定ノ 

上相払フベ‘シ

封 o年代における製糸資本の生 成 村兹毺诰の亦化ィ 1 }

第七条

1 社員中二テ前年傭ヒ入レタルエ女ヲ其傭车ェ無 

断 - テ雇入ルル事ヲ禁ス尤双方雇主及エ女-等相 

対示談ノ上ハ妨ゲナキモノトス  .

’ 先に示した明治13年の來英社申合規則におv、ても女 

エ給与に関して既に規定き> tていたが，こ の f 規則」 

では, 中合せた給与を「自己ノ取計ヲ以テ増払、ンタル 

.者ハ,過怠金..ト、ンテ'金五円ヲ収入 :セ.シム j ' ，といノう.よ5 な 

中位せ貨•銀の違反に対する剖則規定はなく，それは賃 

銀の規準に関する興定であづた。この明治18年 の 「規 

則」で’は明らかに製糸資本家間の協定による賃‘決定 

であり，それは拘柬力をもつものであるといえるが， 

しか如なおそのような違反を誰がどのように取り締ま 

り，罰金をい力、丨こ徴収するかの規宏がない点よりみて 

不充分でちゥたとしても，かかる罰則が定められた事 

情の裏には，申合せ貨銀が破られる現実があったとみ 

ても不当ではなシ、であろう。

. さらに明治13年の申合規則と異なる点は前掲第七条 

の：C女傭いみれに関する規定であり，前年傭い入れた 

エ女を其傭主に無断で傭入れる填を禁じており，かか 

る規定が新たに定められる事情こそまた女工の異動 .

引き抜ぎが現実に発生していたこどを物語るにほかな， 

らず，しかもそれが同一結社内の女工に就いて製糸家. 

間で取りきめが行なわれるようになぅた点は重要であ 

ろう。 しかしこの規定についてはなお罰則も定められ 

ていないことからみると，未だ製糸家間ではそれが強 

制力を強く必要と十るにはいたらなかったともみるこ 

' とができようヶ：

このよ5 な女工の’賃 銀 .異動に関する規定は颢訪郡 

さらに長野県全域にわたって強化されていったとみら 

れる。

明治19年 「逛糸寒組合規則丄制定に甚き，長野県に

おい て も 「蚕糸業組合各組長及理啡玆二相会シ集讅ノ . 
上」「長野県下蚕糸業組合取締所规約』が宠めら ;^ る5。̂ 

c の規約においては特に「X 女使储廳丨 .丨が矩められ_ 
ている。先の明治I 4年長野県友宜社支礼の「丁女取締」 

9 条 項 よ り 5 年 後 の r長野県下逛糸架組合取締所规 : 
約j に到る間，エ女取締に就て何らかの規定が詉訪郡 , 

の製糸家間で定められたか否かは不明であるちぐ前名- 
に比し， 本 「規約 j では次のようにエ女に対する規制 . 
が強化されている。 .

..「第一項各製絲者二於テ使傭スル処ノエ女ハ .組合取 . 
務所ノエ女籍ニ登録スルぐ-非レ >、之ヲ使用スル_ ヲ得: 
ス j  :

，第二項 _ 'う九年度ニ於ァ使傭セントスルエ女ハ十八 

年中使用シタルモノン内土就テ之y 矩ムべシ

但十八年中各所ニ於テ就業シタルモノハ其pj数多キン 

処ヲ以テ之ヲ定ム」

ゾ第六項甲製絲者ノエ女る製絲者ニ使傭セラレン取 

ヲ望ムモノアルトキパ其窜由ヲ取調若シ解約ノ証ヲ得  ̂

ルモノニ非レバ之ヲ使用スルコトヲ得ス  。

「第十二項各工場ニ於テハ就業巾放歌雑談ヲ禁シ寧 .. 
ヲエ ĉ  ノ品行ヲ順正ナラシムヘシ」

「第十四項各工場ニ於テハ通ヒエ女時跟帳ヲ製シ飯 

.日終業ノ後其時間ヲ記載シエ女ニ附与シ之レニ父兄ノ， 

検印ヲ受ケ翌朝工場ニ返付セシムへシ J

「第十六項第洽頊ノ場合ニ於テエ女ョリ解約ヲ乞フ， 

诗 _ 主之ヲ拒ミ或ハ傭主第ノ入(;| 2 違赀シタル時ハ市務ン 

所ニ於テ其解約ヲ為寻シムべシ」

「第十七填.此規程第一項第三項第六明第丨 9上途背. 

スルトキハ俯主ョリエ女一人ニ付金拾円ノ違約金ッ出； 

サシ.ムヘシ

但第一項二対スル違約金 )、組合2れ務所ニ収メ.其他八 

被害者ニ於テ受領スルモノ.トス J . .

以上の如く本規程では女工労働力興動に関する规制，
■   :—-. ■       ■ ' . . _______ ■

注 ⑶ 「長野県喪糸業組合取締所規約」は明治23年 r不必喪論抬頭しj  (r平野村史』下巻247H ) 神 5 舰止される

が，「郡内製糸樂者はそ， も年々会合して，圆梁期日の仲 . 工女_ 賞与給与の件」（前同）等を打ち介わル 

ている。 > . 'へ'..

如レ明， 年長■ は生糸《 を目的として蚕糸製造及び逛糸商組合删を定めるが， これは生系,5跑 検 細 弥 .
化，ms  •荷造りの規定が主でぁる. とれは明治I9年の r被系業組合規细J の制淀にょり舰される。 J 、• 

( t ) 「请十項傭主ゴ於フーヶ年以上休業シ又J ：場移転ノ為メエ女居住地ョVこ十：T以クレ距離ジ坐スル力若クハ.
婚等ノ 故ニョリ転絡スルトキパ_ 限中ト雖トモ解約スル來ヲ得べシ

但エ女ニ於テーヶ年以上祺業ヲ廃スルトキ亦本琪ニ _ ス」 -
⑶ 「绾 八 琪 エ 女給料ハ你月決算シ翌月十五日迄ニ之ヲ波スヘシ

但炻月決箅尜ヲ工場ニ掲示スヘシj  '
⑶ r绾七頊エ女給料ハ侮年各組合通常会ニ於テ支給額ノ檩璀ヲ走ムヘシ」



が独化され，との規經に遠反した製絲索に対する罰金 

領 t 女丁- 1 名につき10円という高額を課し，また女工 

の労砌時間中における'統制，きらに就業時間外におけ 

る行動規制が加わる。それは先に示した第十四項の如 

く 「通ヒエ女j においては「家]{■こ女工監督の一任を 

課し，制 f 女工に対してはr第十三現就業時間外ト 

嫌 トモ可成エ女ノ外出ヲ停メ栽縫及留字等ヲ授 ^ *傍ラ 

平易ノ修身ヲ談シ努メテ婦徳ヲ涵養スへシ

似迎勁ノ _ ハ'風俗上ニ害ナキ遊戯ヲ為'V *シムヘシ」 

.というごとく労慟力の全人格的統制を資本によって明 

'碇に加えようとするにいたる。

以上の「長蚜煨下喪糸業組合取締所規約j は原案で 

‘あったと推察される。そしてこのうち# に 「i r 女使傭 

..，規程」は，：その改正の過飽は明らかでは.ないが次のよ 

うな修芷が施される。先ず新たに次の」項が加えられ 

•、る。すなわち，

「第七項申製糸畓ノエ女ヲ艺製絲者上於テ使傭シタ 

ノレトキ誤用ノ翦状判然シタルニ於テハ速 ニ 解 約 スベ 

、ンj として，「誤用j をm由とする傭入れを禁止し，

さらに，先の第十六項で定められた女工よりの解約の 

•規矩が！/e止され，結婚等の事由によって解嵌;すること 

を规裎上では定めず，これに替って第十七項に製糸家 

'が解約の節就業証に「解約年月ヲ記入'ン傭主之ニ認印 

シ事務所に差出ス」という手続き，あるいはエ女の給 

料を知7 1 決算し弋翌月十五i H迄に之を渡すことを怠っ 

た場介に解約しうるという規矩を設け，製糸家が本規 

祝に避わぬ場合において解約を認めるという変更がな 

.'された。

, 明治19年 の 「長町，婼下蚕糸業組合取締所規約 j では 

先に；]) した明治18年 1 月の柬英社の「生糸製造規則 j  
■における女工に関する規定が一層精密となり,特に 

fエ女籍ニ兹録スル ニ非レハ之ヲ使用スル _ ヲ得ス」

と众録制を確立し，各条頃の違反に対するgl]金は柬英 

社规則の二倍の高額に定められる。まさに提野県にお 

いては女工に対する製糸资木の支配が制度として明治 

1， にはかなり明確に盤谕されてくるが，しかし制度 

として，より強力に個別製糸資本を抵I制する必要が现 

' 決化するのは, 明治34年 の 「製糸同盟」の成立の時期 

とみるべきであろう。明治10年代末にすでに個別製糸 

ft木間の競争は女工に対する共同の支配,体制的文配 

を形成しつつあったとはいえ,その確立は製糸資本の 

fiti!立をまたなければならなかったの.であるa そしてe  

■.の灼木の破立は製糸女工に対する围家拖力と資本との 

; 粘☆ 的支配，まさに仝体制的支配の確立を愈味するも

のであった。

「丧野県蚕糸業組合取締所規約j が定められるのは明 

治19年 4 月であるが，同年七月,，南真志野の製糸家金 

子長内は女工を寄宿させるに付き，次のような r御受 

書 j を上詡訪警察-署長に屈けている。

「 • 御受書

私骹生糸製造営築仕候付テ'ハエ女廿•六人相雇候内前 

記五人ノ渚止宿為仕候付'5=v、午後八時過パ他行等ハ 

勿論盆踊男女混合等不品行敏衮之義無之様精々注意 

可仕候若背戾候ハバ如何ナル御処分相成候共不苦侬 

テ此段御受申候也

_訪郡湖南村生糸製造人 

' 金子長内

明治十九年七月十九日

上誠訪警察署長

督部藤田弥十郎殿 j  '
(金子金吾氏所蔵「屈出綴j 上り) •

労働力需要の増大とともに他村*他都より労働力を 

雇傭し, 寄宿させるにいたる明治10年代末に.如いて， 

製糸家は女工に対する全み格的支配と監#の責任を鲁 

察権力に対して明らかにしなければならなかづた。..そ 

れは，’ 雄•に寄宿させる為の形式的届出セあったに也.よ 

警察権力は女工に対する製糸資本の支配を支える力と 

してその機能を発抑するようになってくるのであ.る。

以上の如く，明治10年代後华において， 「貧農部分 

より流れ出づる半隸奴的賃飯労働者を搏編成.した所 

の」（山m盛太郎著「日本資本主義分析」61頁 • 40頁）特 

殊労役制度はなお制度としては確立をみず，その確立 

■過程においては，. 女；！!の異動率は高く，.女工の興動を 

規制する諸規定も整備されてくるとはいえその現実的 

拘柬力は微如にしか働かなんっ.たと t は明ら.力、である。 

すなわち窗接的な土地所有関係は，労働力調達と緊縛 

に一定の力として作用しているものと認められうるに 

せよ，その力は，労働ガ需要の増大どともに一部分の 

女工に対して例)く力に過ぎなくなり，かかる力によっ 

ては個別資本の必要とする労働力を碑)逹することは不 

对能となってくるのであり，製糸資本は資本の力によ 

る，労働力支配体制の確立，「洱編成」が迫られてくる 

のである。 "

•舰卿聊撕瓜pa挪 し卿和弧^ 卿卿m叹观
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戦前八幡製鉄所における労働事情

一-̂ 面 接 聴 取 I B 錄 _

木資料は，輓前八幡製鉄命において，• エ場労論^;铨 

推ざれた方々の体験の記録である。金録は:，' 讀者め面 

接聰艰i:と応じて卞さらたこれらめ方々の!^話を，築者 

が速記し，柯生したも办である。

筆者はざきに，本誌 61 卷 4 号 （I968年 4 月）綠上に 

おい1̂ ， r年功制の史的形成 {■とつV、て -戦 前 八 幡 製  

敛所の琪例研究一丄と題する小文を発表し知。 この 

ささやかな実証的試みは，冬の3杯突認識の手がかりと 

して，戦前がら向製鉄所に働務された古老の方々の経 

験談に負うところが少くなかった。 こQ 種:の商接聴取 

記録は，文書記録などと異なり，精密な証拠としで直 

ちに利用しうる诠質のものでは必ずしもなく，な ：̂ 一  

層め吟味，考SEを要するものであることは言うまでも 

■ない。_しかしながらV .事実把握のための文書そめ他め 

史料が，'まだ不充分,不完全な形でしか利用しえぬ場合 

には，間題への第 1 次接近の手がかりとしては極めて 

貴® な情報を提供するものと倉えよう。拙稿が発表さ 

れて以来，その意味で，同学の方々から’，面接聴取記 

録を公開するよう熱心なお勧めと御要望とを戴いた j 

筆者もかねて，積極的御批判を仰ぐどともに突証分析 

の進坡に資するため,その機会を待っていたのである 

か，このほどその機会を得， ここに発表する次第であ 

る。而接聴取を快謂ざれ御協力を卞さった古老の方々 

をはじめ，公例を.勧めら.れた先学の方々ならびに今回 

の機会を与えられた三田学会雜誌編集者にたいし，深 

战の謝,意を中し，上げたい。

1966年から67年にかけで，一述の商接聰取にもとづ 

いで作成された記録は， 4 氏の談話から得られた5部

きなかった。以下の記録は， 3 氏 4 部の抄録である。 

とはいえ，前出の拙‘稿中に摘記した部分をはじめ，厘 

用制度の展開をめぐる重要i 諸局面たっし、てほできる 

かぎり多くのスペースを割v、て，ほぽ充分ヒ洱録セき 

たと考える。 4 氏のうち，高田一夫氏の面_ 記録を掲 

截じえなかったことが残念そ、表るが，とれはまた別に 

機会を得て紹介したいど思う。

面接は，質問者があらかじめその趣旨を説明した後, 
回答者に，. なるべく自由に談話を進あそもらう，：いわ . 
ゆるオープンエンドの方式を採用した。しだがってそ 

の記録を，ここfc抄記するに際しては，談話の展開を 

そのまますべて記すのセはなく，主題から離れた部分 

を省略し，また内容に従って小見出しをっけるなど蒞 

干の編集を行なったことをおことわりしセお：きたい。 

なお，限られた紙面にできるだB•多くを載せるため, 
解説は附1けないこととした。

掲載する記録は以下め順である。

記 録 I 柴田伊右衛門氏, 1967年11月 3 日，於八幡 • 

記録 I I 柴田伊右衛門氏，1967年11月 5 日，於八幡 

■記録I I I ..中島パ竜一氏，1966年 6 月27日，’ 於東京， 

記録I V 兰 橋 義 雄 氏 ，1加7年11月 3 日,於八幡

(ただし，V は未掲載）

つぎに， 4 氏の略歴を掲げておこう 

柴田伊右衛門氏卩 

1885年生。

⑴ 』 雜 ， 最大の御故力を措しまれなかった柴_ 右節氏は，1968年乃？他界された.■ん相抑の 
：t •、ど炎 .したい。なお同,成からは鹿.川制度に例する掛賄を戴いたが， ♦ 四は収録し；̂か っ た . . . .
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にまとめられてある。今回は，しかし，.■紙而に限り.が 

あるため, そのすベそをこごに:転栽堯表するこ 'こはで

■HIWBWIIIUM


